





























































































成　2;遺伝子発現, mRNAの転写レベル, 3;DNAの損傷, 4;嚢中の可溶性
タンパク質,脂質,炭水化物, 5;植物ホルモン, 6;イオン輸送, 7;フラボノ
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図1･シロイヌナズナ6-4光回復酵素(AT64/UVR3)と青色光受容体ファ
ミリーの予想アミノ酸配列の比較o Drosophila6-4光回復酵素_(Dm64),
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型の概念では説明出来ない(Sato & Kumagai, 1993, Jpn. J. Breedリ43:611
689)0 (3) UVB抵抗性品種と感受性品種の交雑後代(F2,F3)を用い. UVB
抵抗性の遺伝的変異を調べた結果, UVB抵抗性には2箇以上の劣性の主働
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図5　可視光,あるいは,付加紫外線UVBの単独照射下で生育している
イネ葉のCPDレベルの日変化
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成量を求めるもの(deWit, 1965; Monteith,1965; Duncaneta1日1967など),
2)葉層の放射収支,アルベードなど群落のエネルギー収支に使用されるも




















































Fig.2 Jones (1992) i
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考えられる(Ichikawa and Taguchi 1999)｡
植物プランクトン種による紫外線への感受性の違いは,いくつかの実験に
よって明らかにされている｡ 6種の植物プランクトン種に対して自然太陽紫








































































































Pichel and Castenholtz 1993,
Garcia-Pichel et al. 1993,
Karstern and Garcia-Pichel
1996),微細藻類(Okaichi and
Tokumura 1980, Carroet etal.
1990a, Vernet and Whitehead
1996, Shashar et a1.1997)や大
型藻類(Takenoal. 1979, Tsujino
et al. 1980, Sekikawaetal.1986,
Banaszak and Lesser 1995,
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etal.1998),プラインシュリン
プ(Grant et el. 1985),ホヤ(Kobayashi et al. 1981)に存在することが知
られている｡また特に藻類と無脊椎動物の共生関係にある海綿¢andaranayake
etal.1996),ミドリイシサンゴ(Dunlap and Chalker 1986,Dunlap et al.
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1986, Gleason and Wellington 1993, 1995, Kuffner et al. 1986, Shick et al.
1995,WuWonetal.1995,1997,Teaietal.1997a,b),ミドリイシサンゴの
那(Krupp and Blanck 1995),サンゴの排他粘液(Drollet et al･ 1997).イ
ソギンチャク(Shick et al. 1991, Stochaj et a1. 1994, Banaszak and Trench
1995b),八放サンゴ(Alino1989, Shicketal.1991),スナギンチャク(Ito
and Hirata 1977, Takano et al. 1978a, b, Hirata et al, 1979, Uemura etal.
1980),鉢虫頬のクラゲ(Banaszak andTrench 1995b),シャコ員(Ishikura








































































































Dairy BED (Settow,300 nm) kJ.ml2.d･1
図8. 300nmのUVB量に標準化した,珪藻
Cyclotella sp.の成長速度とDNA損傷を受
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IGEシリーズ
*印--特定のテーマ又はトピックについての解明に関す
るもの｡
"印--特定のテーマ又はトピックに関する最新の文献,実
験法の紹介に重点をおくもの｡
日*印--･新しい可能性を求める学際的交流,対話を試みるも
の｡
No. 1 ●　　植物の系統発生と重力反応
No.2●　　微生物と光
No. 3 '　水田湛水生態系の新研究(1)
-遺伝情報,エントロピー別から見る-
No.4日　トランスジェニック植物およびオルガネラの遺伝子発現
No.5 ●　　エチレンの生態的役割
No. 6事　　植物の光反応機構の解析と変異株
No.7日●　土壌微生物アセスメントの背景(1)
一検出･定量の諸問題-
No.8日　イネの遺伝子発現と系統分化
No.9日事　生態研究と環境制御
No.10日　植物･微生物の光反応
一変異株などを用いた新しい解析法の開発-
N..11日･水田湛水生態系ゐ新研究(2)
一化学生態学と元素の周期律-
No.12●　　植物病原体の分子生態学
No.13●　　土壌環境
一保全と機能の増進-
No.14日●　微生物生態と分子生物の接点
一環境適応を中心に-
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No.15'　環境変動と植物･微生物の生活
一紫外線を中心として
No.16■　　真核微生物の環境応答と遺伝子発現
No.17●　　植物の形質発現と環境適応機構
No.18‥　植物の系統分化及び遺伝変異の誘導と解析
No.19日　窒素固定の遺伝生態
No.20‥`遺伝生態の諸問題
No.21‥.臨界環境における植物の生活
No.22'　Plantsin Space Biology
No.23…　遺伝生態情報の可能性
No.24‥◆　遺伝生態研究の台頭.発展.そして未来への展望
No.25◆　　生物の生殖と遺伝的多様性
No.26…　微生物の共生戦時の分子機構と多様性
No.27‥`植物と紫外線UVB
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